
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
四
日
提
出

質

問

第

四

六

号

都
教
組
が
竹
島
に
つ
い
て
日
本
政
府
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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都
教
組
が
竹
島
に
つ
い
て
日
本
政
府
の
見
解
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書

都
教
組
が
、
二
〇
一
二
年
度
版
中
学
校
新
教
科
書
検
討
資
料
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
、
日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
竹
島
に
関

し
て
、
日
本
政
府
の
見
解
を
否
定
す
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。

学
校
で
日
本
の
子
ど
も
た
ち
が
教
科
書
を
使
っ
て
学
ぶ
中
で
、
教
え
る
立
場
の
都
教
組
の
先
生
達
が
誤
っ
た
指
導
を
す
る
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ず
、
国
の
根
幹
と
も
言
う
べ
き
重
要
な
教
育
の
場
に
お
い
て
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

国
は
、
こ
の
事
実
関
係
を
確
認
し
て
い
る
の
か
。

二

都
教
組
が
作
成
し
た
資
料
の
中
で
、
「
も
し
、
こ
の
記
述
ど
お
り
『
竹
島
は
日
本
固
有
の
領
土
』
『
韓
国
が
不
法
に
占

拠
』
と
い
う
政
府
の
一
方
的
な
見
解
を
学
校
で
教
え
る
（
押
し
つ
け
る
）
こ
と
に
な
れ
ば
、
『
感
情
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
』
を
子
ど
も
た
ち
に
植
え
つ
け
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
竹
島
／
独
島
は
、
尖
閣
諸
島
や
北
方
四
島
と
ち

が
い
、
『
日
本
固
有
の
領
土
』
と
言
え
る
歴
史
的
な
根
拠
は
な
い
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
国
は
ど
の
よ

う
な
認
識
を
も
つ
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
〜
二
に
関
連
し
、
国
は
、
都
教
組
の
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
考
え
を
、
都
民
や
国
民
が
知
り
得
る
オ
ー
プ
ン
な
形
で
聞
き

一



取
り
等
調
査
を
し
、
そ
の
上
で
厳
し
く
指
導
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

四

竹
島
は
我
が
国
の
固
有
の
領
土
で
間
違
い
な
い
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


